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腎臓病センターが8月1日から
外来センター8階へ移転しました
腎臓病センター長　丸山 啓輔

　当院の腎臓病センターは、平成5年7月に伊福町の旧病
院西2号館5階に血液透析ベッド 20床と専用のCAPD(連続
携行式腹膜透析)診察室を備え、新設されました。
　その後、透析医療に貢献し増え続ける腎不全患者さんの
ニーズに対応するため、病院全体の入院・外来の機能分離
にあわせて、腎臓病センターも入院・外来を分離することと
なり、今年1月の国体町新病院の開設に伴い、腎臓病セン
ターは新病院の8階東病棟へ暫定移転していました。
　そして、このたび改装が完了した外来センター8階に、血
液透析ベッド25床（将来は50床に増床予定）とCAPD診察
室2室、フットケア指導室を備え、機能・アメニティを大幅に
アップした新「腎臓病センター」が、8月1日に再移転、オープ
ンしました。
　今後は、入院診療はこれまでどおり国体町新病院の8階
東病棟と血液浄化室で行い、外来診療は伊福町の外来セ
ンターで行うこととなります。これまでは透析ベッド数の不
足により、新規の血液透析導入後の維持透析患者さんの
受け入れが困難でしたが、このたびの改修により、今後は受

け入れが可能になります。これにより、全国有数の患者数で
あるCAPDと同様に、血液透析についても総合病院として十
分な規模となります（なお血液透析については、当分の間午
前のみの1クールで行う予定ですが、患者さんの増加の状況
に応じて、午後の2クール目の透析も再開する予定です）。
　新しい腎臓病センターでは、今後とも地域の医療機関と
連携し、血液透析・CAPDの腎不全医療をはじめとした腎臓
病の総合医療センターとしての役割を果たしていきます。
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医療支援活動報告
～NGO HuMAとしての熊本地震支援～
救急科医長　稲葉 基高

　5月17日から26日まで10日間にわたり、所属しているNGO
団体HuMAの熊本地震支援第3次隊隊長として熊本県阿
蘇市で活動しました。
　今回のHuMAのミッションは「阿蘇市保健センターにおけ
る多職種チームのマネージメントと保健師業務の軽減」で
した。もちろん医療チームとして避難所での巡回診療も続
けていましたが、発災直後に私がDMATとして派遣された時
期と違い、地元病院の機能も回復しており、支援のニーズ
は急性期の病院業務から行政による避難所運営や衛生対
策、避難していない人の健康調査へと変わっていました。そ
れらは主に市の保健師が中心となって行う業務ですが、阿
蘇市の場合、人口3万人に6人の保健師しかいません。さら
に全国からDMAT、DPAT（精神科医療チーム）、応援保健
師チーム、JMAT（医師会チーム）、JRAT（リハビリ）など多
くの支援が入っており、その業務分担や定例会議の運営
なども地元保健師の双肩にかかっていました。HuMAは保
健センターで保健師と協同し、51のチームのマネージメン
トと避難所の運営における保健衛生分野のアドバイス、ま
た保健師が行う健康調査のための戸別訪問を一部担って
いました。
　私が派遣された3次隊はHuMAとしても最後の派遣隊で
あることが決定していたため、「これまで行ってきた活動を収
束させ、いかに地元の行政や医療機関に引き継ぐか」が最も
大きな任務でした。具体的には、①巡回診療を行ってきた中
で今後もフォローが必要な患者さんのデータを作成し、保
健センターや地域医師会と情報共有する ②これまでHuMA
が行ってきたコーディネート業務を視覚的にまとめ、地元市
役所内の保健センターへお渡しする ③余った医療資器材
や薬剤を地元医療機関へ寄付する、などの業務です。

また今回の派遣では、被害が大きかった地域の家を一軒
ずつ回る「全戸訪問」による健康調査を行いました。地震か
ら1か月が経過していても、切り立った崖のそばの家では、夜

間の不安から車中泊を続けている人もいました。エコノミー
クラス症候群の危険性を知っていても、土砂崩れの恐怖や
避難所の不便さなどから車中泊を選んでしまう…現実は行
政やコーディネーターの考える範疇には収まらないことを
感じました。

今回の派遣では国内災害ということもあり、これまでより
もさらに多くのことを経験しました。災害はないに越したこ
とはありませんが、いつ起こるかわからないのも事実です。
その際には今回の経験を活かして誰かのお役に立ちたいと
思います。熊本地震から4か月がたちましたが、まだ多くの
人が避難所生活を送っています。熊本の1日も早い復興を
祈ります。

※各団体の名称について
HuMA…認定特定非営利活動法人 災害人道医療支援会。

Humanitarian Medical Assistance
DMAT…災害派遣医療チーム。

Disaster Medical Assistance Team
DPAT…災害派遣精神医療チーム。

Disaster Psychiatric Assistance Team
JMAT…日本医師会災害医療チーム。

Japan Medical Association Team
JRAT…大規模災害リハビリテーション支援関連団体協議会。

Japan Rehabilitation Assistance Team

（写真はいずれもHuMA 提供）
HuMA のホームページ　http://www.huma.or.jp/

ニュース&トピック

　7月30日（土）に奉還町商店街で行われた「スーパーノス
タルジック夏祭り」に今年も参加しました。岡山済生会総合
病院附属外来センターの平松外来センター長をはじめ、医
療福祉課・看護部・事務部・予防医学部の参加スタッフ全
員がピンクのポロシャツ姿で参加し、骨密度測定となでしこ
プラン（済生会が行っている生活困窮者を支援する事業）
の取り組みとしての無料健康相談を行いました。
　また、平成30年春に外来センターの隣に完成予定の新健
診センターの広報活動と、岡山市がん検診受診の呼びか
け、今年度から始まった岡山市健診胃内視鏡検査の案内も
行いました。

　午後5時開始予定にもかかわらず、開始前から暑い中たく
さんの方が待ってくださっていました。毎年来られて昨年と
の検査結果の変化をみている方もおられました。今年は121
名の方が途切れることなく骨密度測定に訪れ、大澤副院
長・池田予防医学部長から結果説明を受けました。測定や
結果を待っている間にも、スタッフに声を掛けてくださる方
もおられ、短い時間でしたが地域の方 と々の交流もできたの
ではないかと思います。地域の方に岡山県済生会の活動を
知っていただくいい機会になりますし、待っていてくださる方
もいらっしゃるので、今後も活動を続けていきたいと感じま
した。

スーパーノスタルジック夏祭りに参加しました
健康事業課看護師　森脇 小百合


